
夜間の避難誘導を支援する懐中電灯型避難情報投影システムの提案 

大塚 彩秀菜†  塚田 晃司† 

和歌山大学システム工学部† 

 

1．はじめに 
東日本大震災以降，津波に対する防災意識が高
まっている．特に沿岸地域では地震発生から津波
到達までの時間が短いため，迅速な避難が求めら
れる．そのため，避難訓練を定期的に行い，住民
の防災意識を高めるなどの工夫がされている[1]． 
しかし，避難訓練に参加し避難場所や避難経路
を把握している地域住民と比べ，観光客などの土
地勘が無い人にとって，迅速な避難は難しい．さ
らに，災害時には停電による影響で街灯が消える
ため，夜間避難では避難経路上の目標物が確認し
づらくなる．また，スマートフォンでの避難誘導
システムもあるが，避難時に画面を見ながら暗闇
を移動するのは足元への注意が疎かになり危険で
ある．そこで，懐中電灯の投光範囲に避難情報を
表示し，避難誘導を支援する方法を提案する． 
本研究では，観光客などの土地勘の無い人が多
く，夜間に避難しなければならない状況になる可
能性が高い，鉄道からの乗客避難を想定して，試
作システムの開発と評価を行う． 
 
2．関連研究 
災害時の避難支援を行うシステムには，鉄道乗
務員向けに JR西日本の津波避難アプリ[2]がある．
このシステムには JR きのくに線沿線の地図が登
録されており，GPS機能を用いて現在地と照合す
る．これにより，避難場所までの最短ルートを確
認できるが，このアプリは乗務員しか利用できな
い．他にも，[3]や[4]などがある．  
プロジェクターを利用した情報提示に関する研
究として，サイクリング中のナビゲーションを行
う研究[5]がある．自転車にプロジェクターを取り
付け，道路に地図を投影し，ナビゲーションを行
う．スマートフォンの画面を注視することなく，
周囲の環境に注意を向けながら走行可能である． 
さらに，室内での避難誘導支援として，プロジ
ェクションマッピングの技術を応用した研究[6]
がある．これは，床面へ避難経路を投影すること
で，情報を伝達する．しかし，投影装置は高さ 3m
の位置に固定されている． 
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 また，停電した地下街を想定した避難誘導方式
[7]が挙げられる．複数のスマートフォンが発する
光を用いて，避難方向に光の帯が流れるように見
える制御を行う．しかし，複数のスマートフォン
が必要となる． 
 
3．提案手法 
 土地勘の無い場所での避難は，避難場所の方向
や経路などの避難情報が必要となる．また夜間避
難の際には足元が見えづらい状況で移動する．そ
のため夜間避難の際には，足元を照らしつつ，避
難情報を取得する必要がある．  
このような状況下において，特に，鉄道から避
難する場合，走行中の列車は地震発生時の緊急停
車位置を事前に予測できないため，避難場所や避
難経路は地震発生前には確定できない．さらに，
地元の乗客だけでなく，全く土地勘のない観光客
も多く乗車している．また，鉄道からの避難の際，
乗務員が先導して避難誘導を行い，乗客はその誘
導に従って避難する． 
図 1に使用想定図を示す．本研究では，夜間避
難時に懐中電灯型の避難情報投影システムを利用
し，懐中電灯のように足元を照らしつつ，そこに
避難情報を提供する．このシステムは車内に設置
された懐中電灯の代わりに設置されていることを
想定している． 
 
3.1想定環境 
本システムでは想定するユーザを，避難誘導を
先導する鉄道乗務員とする．車内には GPS機能を
搭載したサーバを設置し，緊急停止した周辺の避
難情報を取得する．さらに，車内に設置された無
線 LANを使用し，避難情報を提供する． 
乗客と乗務員は協力し合い，乗客は乗務員の誘
導に従って避難し，個々人による身勝手な行動は
ないものと想定する．また，本システムでは GPS
機能を使用するため，想定環境は GPSを用いて現
在地が取得できる地域であることを条件とする． 
 
3.2システムの構成 
図 2に本システムの構成を提示する．本システ
ムは，専用アプリがインストールされた Android
端末と小型プロジェクター，電車内に設置した
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GPS機能を搭載したサーバを用いて構築する．サ
ーバは沿線全域の地図情報や避難情報などの必要
なデータを予め保持しているとする． 
災害発生時に，サーバが取得した現在地を元に，

保持しているデータの中から適した避難情報を専
用アプリに送信する．携帯端末は受信した避難情
報を画面に表示し，プロジェクターを通して地面
に投影する． 
 このシステムにより，避難時に足元の状況を確
認しつつ，同時に避難情報を取得することが可能
である．また，車内サーバとは無線 LANを用いて
通信するので，携帯電話の電波の届きにくい場所
でも安定した通信環境で情報が提供できる． 

 

 
図 1：使用想定図 

 

 
図 2：システム構成図 

 
4．実装 

Android 端末を利用したアプリケーションとし
て開発を行い，Canon ミニプロジェクターC-13W
を用いて投影する．実装した試作機を図 3に示す．
車内に搭載するサーバは，予め鉄道沿線の地図情
報や避難情報などのデータを保持しておく．また，
GPSを用いて現在地を取得し，位置情報に合った
避難情報を端末へと提供する．なお，サーバと携
帯端末間で用いる通信方法は HTTP通信である． 

 
図 3：試作機 

 
5．おわりに 
 本稿では，災害時の夜間避難誘導支援システム
を提案し，実装した．夜間避難時の迅速かつ安全
な避難誘導を目標としている． 
 今後の課題として，実装した試作機を用いて目
的地まで誘導する評価実験を行う． 
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